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中村久男先生のご退職によせて

山　本　　　妙

偉大な同僚であり先輩であり、「グローバル・コミュニケーション学部の父」
と言ってもよい中村久男先生が、2017 年 3 月にご定年を迎えられる。お慶
び申し上げるとともに、寂しさを交えた感慨ひとしおである。
中村先生は同志社大学文学部英文学科をご卒業、同大学大学院文学研究科
英文学専攻修士課程を修了された後、1978 年 4 月に和歌山工業高等専門学
校助手として勤務された。1981 年 4 月に同志社大学工学部専任講師として
着任され、1993 年に言語文化教育研究センター（以下言文センター）に移籍。
2008 年度および 2009 年度に言文センター所長を務められたが、この時期に、
言文センターを再編して京田辺、今出川両校地に二つの学部を作る計画が持
ち上がった。それに伴い、中村先生はグローバル・コミュニケーション学部
の構想の時期から、様々な委員会等において学部設置準備にかかわられるこ
ととなり、学部の骨格・カリキュラム作りに力を尽くされ、2011 年 4 月、
グローバル・コミュニケーション学部開設と同時に学部長に就任された。そ
れから 2016 年 3 月まで「学部の顔」として激務をこなされ、文字通り学部
を牽引してこられた。
先生の研究分野のご専門はアメリカ文学で、ウィリアム・フォークナーや
チャールズ・W・チェスナットなどのアメリカ南部小説を中心に研究を続け
てこられた。日本ウィリアム・フォークナー協会や日本アメリカ文学会で活
躍され、日本アメリカ文学会本部事務局の責務も長きにわたって果たされた。
そのご研究の成果は、グローバル・コミュニケーション学部や人権教育の講
義科目でも活かされてきた。
私は 2002 年 4 月から 2004 年 3 月まで、中村先生が言文センターの第二部
会（英語）教務主任であられたときに副主任を、また先生が言文センター所
長となられた際に教務主任を仰せつかり、共に仕事をさせていただいた。ま
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た、グローバル・コミュニケーション学部の発足後、学部の主任会に加わっ
た際にも、先生の学部の統率ぶりをつぶさに見る機会を得た。中村先生が冷
静沈着、用意周到でいらっしゃるのに対して私はそそっかしく、でこぼこコ
ンビの組み合わせであった。先生が私のおっちょこちょいをおおらかに受け
とめ、ご指導くださったおかげで何とか勤まり、多くを学ばせていただいた
ことは、感謝に堪えない。
先生は自分を前面に押し出すことはお嫌いで、決して偉ぶられることがな
い。しかし、とても大きな存在である。その秘密は、「ぶれない」方だとい
うこと、そして、やらねばならない仕事の責任はどこまでも果たすという姿
勢を貫いてこられたことだと思う。常に情勢と大局を冷静に見極め、的確な
判断を下される、というのが中村先生の特徴だが、時に怒られることもあり、
筋が違うということに対しては、ずばりと言いにくいことも言ってしまわれ
る。そんな先生に、学部の教職員は全幅の信頼を寄せ、学生は、面と向かっ
てではないが、先生のことを「学部長」、「学部長」と――えらく気さくに―
―呼び、慕ってきた。学部構想が持ち上がった時から、嵐のような学部開設
期を経て、この春には 3期目の学生が卒業する。ここまで来られたのは、真
ん中に中村久男先生がどっしりといてくださったからだと、改めてそのお働
きに頭が下がる。
そのように「大きな」存在だが、日々接する中村先生は、常に穏やかで控
えめ、シャイと言ってもよい。お話しぶりはひょうひょうとしていて独特の
ユーモアがおありで、ご自身が持ち上げられそうになると常に、ちょっと駄
洒落っぽいジョークを飛ばして、落としてしまわれる。この原稿を書くにあ
たり、「先生は園芸のご趣味もおもちですよね」と聞くと、「ちょっと草いじ
りをしています」とおっしゃる。だが、先生のご趣味はなかなか深いに違い
ない。何より、先生は音楽を愛する方である。ご子息とご令嬢がプロのヴァ
イオリニストとして活躍されている音楽ご一家、先生ご自身の音楽への造詣
も深いと拝察する。先生とカラオケ、というのはどうも想像しにくいのだが、
昔カラオケ全盛だった言文センター時代には、一度くらい、乞われて英語の
歌を歌われたことがあると聞く。私はそれを聴いたことがないのが、とても
残念である。
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先生が同志社を去られるのは、我々にとって寂しいことであるが、本当に
お疲れ様でしたと、感謝を込めて申し上げたい。健康に留意され、お好きな
ことにいそしまれる日々をお過ごしいただくこと、そして今後も学部を見守
り、ご助言をいただくことを、心より願うものである。
中村先生、本当にありがとうございました。




